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　　　　　　　　　　　一8月25日総合体育館一
　8月21日上越市で県スポーツ少年団柔道大会が開か
れました。小学生低学年の部で第3位となった柔道ス

驚

聯

ポーツ少年団（星名三彦団長．団員22人）は・毎週月・木

曜日夜に練習を続けています・
　大会当日の出場選手は．次の皆さんです。　（敬称略．

前列左から）星名慶治、柳清輝、山本章人、星名力成、
小林一夫￥南雲敏之。

難　　轟

蔓
姥

盛毒

翻

　圃休日救急医
9月15日山口医院（袋町中）a52－2174

　13日庭野医院（寿町）奮52－27”

　23日大坪医院（四日町）台57－6100

　25日中条病院（中条）丘57－3018

10月2日富田医院（神明町）奮52－3269

　9日第二藤巻医院（上野）868－2018

　10日大島医院（川原町）費52－2957
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調印後握手する中魚沼農業共済組合近藤組合長（左）、南雲町長、中里村鈴木助役

　
八
月
二
日
午
前
十
時
半
か
ら
十
日
町
・
ク
ロ
ス
テ
ン

で
中
魚
沼
農
業
共
済
組
合
合
併
予
備
調
印
式
が
あ
り
ま

し
た
。

　
同
組
合
は
、
す
で
に
六
十
二
年
四
月
『
臼
．
十
日
町

と
津
南
の
組
合
が
合
併
、
発
足
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

今
回
、
当
町
と
中
里
村
が
参
加
、
六
十
四
年
四
月
『
日

を
目
標
に
合
併
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
合
併
後
の
事
務
所
は
十
日
町
市
内
に
置
き
、
当
分
の

間
は
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
に
連
絡
所
を
設
け
て

お
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
共
済
資
源
の
減
少
や
、
事
業
の
多
様
化
、
国
の
補
助

金
の
減
額
な
ど
か
ら
広
域
合
併
を
す
す
め
、
名
実
と
も

灘

に
郡
市
一
本
の
農
業
共
済
組
合
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
町
の
農
業
共
済
事
業
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
旧
町
村

単
位
で
、
四
つ
の
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、

四
組
合
の
組
合
員
数
は
、
二
千
百
二
十
五
人
．
役
員
五

十
二
人
、
職
員
は
四
人
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
三
十
一
年
の
町
村
合
併
に
合
わ
せ
て
、
こ

の
年
の
十
『
月
に
四
組
合
が
合
併
し
ま
し
た
。
組
合
員

数
は
、
二
千
八
十
四
人
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
三
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
町
の
事
業
と
し

て
移
譲
さ
れ
、
現
在
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
　

難鍵

灘

T
」
ケ
一

皿
四
ζ

辮

鵬
　
　
聾

ひ
と
り
常
駐
の
職
員
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
田
戸
田
久
仁

　
時
の
流
れ
に
沿
っ
て
広
域
的
組
織

に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
は
、
賛
成

で
す
。
た
だ
、
範
囲
が
広
く
な
る
と

ど
う
し
て
も
細
か
な
部
分
が
切
り
捨

て
ら
れ
が
ち
で
す
。
そ
の
点
を
十
分

配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

さ
ん

鑓

　
ま
た
、
わ
ず
か
な
用
件
で
、
い
ち

い
ち
新
し
い
場
所
ま
で
行
く
の
は
大

変
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
場
に
、
職

員
を
一
人
配
置
し
、
窓
口
業
務
を
従

来
ど
お
り
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
望
ん
で
い
ま
す
。
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共
済
事
務
に
ず
っ
と
携
わ
っ
て

伊
友

　
私
は
、
農
協
職
員
当
時
、
た
ま
た

ま
遅
れ
て
い
た
事
務
整
理
を
手
伝
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
そ
の
ま
ま
町

の
職
員
と
な
っ
て
も
、
定
年
退
職
す

る
ま
で
、
共
済
事
務
を
担
当
し
て
い

星
名
栄
吉
さ
ん

ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
二
十
年
経
ち
ま

し
た
か
ら
、
内
部
の
事
情
も
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
時
勢
で
や
む
を
得
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、

ど
う
し
て
も
大
き
な
組
織
に
な
れ
ば

相
互
の
親
密
さ
に
欠
け
る
と
思
い
ま

す
。
　
幸
い
、
川
西
は
ほ
場
も
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
以
前
の
よ
う
な
病
虫
害
や

水
の
過
不
足
に
よ
る
被
害
の
発
生
す

る
心
配
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
で
す

か
ら
、
直
接
的
な
影
響
は
少
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
力
で

　
　
　
細
か
な
サ
ー
ビ

発
電
所
通
り
東

　
も
う
三
十
年
も
前
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。
町
に
事
務
が
移
っ
た
農
家
の

共
済
制
度
と
し
て
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
地
方
紙
や
広
報
紙
で
合
併

　
　
　
　
　
ス
を

清
水
ユ
リ
さ
ん

問
題
が
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
伺
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
農
家
で

は
な
い
の
で
、
合
併
し
た
方
が
よ
い

の
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
的
に
組
織
が
大
き
く
な
れ
ば
、

大
き
な
力
が
発
揮
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
範
囲
が
広
く
な
る

と
ど
う
し
て
も
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が

行
き
届
か
な
く
な
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
ひ
と
ご
と
な
が
ら
、
そ
の
点

は
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

共済合併

私の思うこと

親
子
一

一
代
の
土
ハ
済
マ

　
　
　
　
赤
谷
小
川

　
こ
の
制
度
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

父
文
治
郎
が
評
価
員
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
を
私
が
継
い
だ
か
っ

こ
う
で
、
文
字
ど
お
り
親
子
二
代
に

わ
た
り
、
共
済
事
業
の
一
端
に
た
ず

A
口
併
し
て
も

　
　
　
値
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野

　
郡
市
一
つ
の
農
業
共
済
組
合
に
な

る
そ
う
で
す
が
、
良
い
こ
と
か
ど
う

か
も
は
っ
き
り
分
か
り
ま
せ
ん
。
で

　
　
　
　
ン
と
し
て

　
　
　
　
金
五
口
さ
ん

さ
わ
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ

の
事
業
の
現
状
も
少
し
は
理
解
し
て

い
る
つ
も
り
で
す
。

　
町
長
さ
ん
を
は
じ
め
関
係
者
が
十

分
に
検
討
し
た
う
え
で
、
時
の
流
れ

に
沿
っ
て
合
併
す
る
こ
と
は
妥
当
だ

と
田
心
い
ま
す
。

　
今
ま
で
、
相
互
に
重
複
し
て
い
た

よ
う
な
経
費
が
節
減
さ
れ
、
広
域
的

な
組
織
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
効
率
の

よ
い
共
済
事
業
と
な
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。

し
な
い
で

川
崎
ト
メ
さ
ん

　
も
、
十
日
町
に
移
れ
ば
、
今
ま
で
ど

　
お
り
自
分
の
町
の
役
場
へ
行
く
よ
う

　
な
気
軽
さ
は
な
く
な
り
、
ど
う
し
て

　
も
足
が
遠
の
く
と
思
い
ま
す
。
そ
の

　
分
、
地
域
の
委
員
さ
ん
の
ご
苦
労
が

　
ふ
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
私
も
農
家
の
主
婦
で
す
か
ら
、
合

　
併
し
た
た
め
に
、
掛
金
や
賦
課
金
が

　
上
が
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
の
な
い

　
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。
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ゆったりしたスペースでの住民検診

ーセ
・
…

　
保
健
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
て
か
ら
『
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

二
階
．
三
階
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
．

連
日
の
よ
う
に
．
乳
幼
児
検
診
や
住
民

検
診
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
字
ど
お
り
．
住
民
の
健
康
を
守
る

拠
点
と
し
て
．
大
勢
の
町
民
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
検
診
を
受
け
に
来
た
人
に
感

想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

広
い
駐
車
場
は

　
セ
ン
タ
ー
の
正
面
に
あ
り
ま
す
。

1舞

①
新
し
い
建
物
で
、
そ
れ
ぞ
れ
専
用

　
の
部
屋
が
あ
り
、
い
い
気
分
で
す
。

②
広
い
駐
車
場
が
あ
る
の
を
知
ら
な

　
い
で
．
総
合
セ
ン
タ
ー
に
停
め
て
き

　
ま
し
た
。
P
の
看
板
で
も
あ
れ
ば
よ

　
い
と
思
い
ま
す
。

③
い
ま
ま
で
の
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の

　
検
診
会
場
と
違
っ
て
￥
長
い
階
段
が

　
な
く
て
た
す
か
り
ま
す
。

④
入
り
□
に
、
今
日
の
催
し
と
場
所

　
が
示
さ
れ
て
い
た
ら
よ
い
と
思
い
ま

　
す
。

⑤
セ
ン
タ
ー
入
□
の
段
差
に
つ
ま
ず

　
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

⑥
役
場
の
玄
関
と
は
別
に
￥
専
用
の

　
出
入
□
が
あ
り
、
と
て
も
入
り
や
す

　
い
気
が
し
ま
す
。

⑦
男
子
ト
イ
レ
が
ち
ょ
っ
と
狭
い
の

　
が
気
に
な
り
ま
す
。

⑧
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
て
便
利
だ

　
と
思
い
ま
す
が
、
『
人
で
乗
る
の
は

　
操
作
が
わ
か
ら
な
い
の
で
不
安
で
す
。

⑨
三
階
ま
で
階
段
を
上
っ
て
来
ま
し

　
た
が
￥
手
す
り
が
な
く
て
大
変
で
し

　
た
。

ど’冒

　　き
　き　i嚢
　艶

議微

体の不自由な方は

エレベーターをご利用ください。

　
　
　
の

　
イ
左
す

　
ト
　
￥
ま

　
子
用
い

　
男
者
て

　
に
障
つ

　
央
身
な

　
中
が
と

　
の
右
子

　
階
、
女

▲
3
レ
が

気をつけてください。玄関には5センチほどの

段差があります。

自動血圧測定器は3階です。どうぞご利用ください。



」

llヲ

♪

中
越
大
会
で

∂

銀
賞
を
受
賞
♪

　
八
月
六
日
￥
長
岡
市
立
劇
場
で
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
越
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
中
学
校
B
の
部
（
三
十
五
人
以
内
）

に
出
場
し
た
川
中
吹
奏
楽
部
は
、
銀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
十
月
二
±
二
日
の
定
期
演
奏
会
に

向
け
．
夏
休
み
中
も
練
習
を
続
け
て

い
ま
し
た
。
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…
　
見
た
目
に
き
れ
い
な
食
品
は
、
お
　
シ
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
…

㎜
い
し
く
感
じ
ま
す
が
、
野
菜
の
場
合
　
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
と
き
に
は
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，
も
同
じ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　　　　　　　　　　（敬称略）　i　　村山　幸子　（トランペット）

　　　　　　　　　　　　　　　　　1年　川崎　久美　（ユーフォニウム）i　　清水　和幸　（チューバ）
　　　戸田　奏子　（ホ　　ル　　ン）i　　太田　　恵　（パーカッション）

　　　山岸亜紀子　（フル　ー　ト）i　　上村真由美　（　　〃　　）
　　　高橋美和子　（トランペット）i　　蔵品　紀子　（アルトサックス）
　　　高橋千恵子　（クラリネット）i　　斎藤　佳子　（フ　ルー　ト）
　　　小野塚浩美　（バリトンサックス）i　　春日千絵美　（クラリネット）
　　水落　智子　（パーカッション）i　　関口亜由美　（テナーサックス）
2年　小海利枝子　（トランペット）i　　大海　智美　（トロンボーン）
　　酒井　裕美　（クラリネット）i3年石沢　　恵　（トランペット）
　　　沢口　友紀　（　　〃　　　）i　　滋野　聡子　（バスクラリネット）
　　　佐藤　陽子　（　　〃　　　）i　　茂野有希子　（ダブルベース）
　　　仲　貴美子　（ホ　ル　　ン）i　　数藤　有美　（ホ　ル　ン）
　　　野沢　尚美　（トロンボーン）i　　若山　浩子　（ユーフォニウム）
　　　山田美奈子　（パーカッション）i　　小林　宏子　（トランペット）
　　和久井ひろみ　（　　　　　　）i　　大井　史子　（フルー　ト）
　　金崎慎之介　（ユーフォニウム）i　　杢渓　香子　（クラリネット）
　　　関口　雅美　（クラリネット）i　　暑多真理子　（パーカッション）
　　高橋　奈歩　（ホ　ル　ン）i　　丸山　直子　（クラリネット）
　　　田村　美保　（トロンボーン）i　　高橋　美和　（　　〃　　）
　　　戸田美和子　（トランペット）i　　数藤　光恵　（アルトサックス）

　　　丸山　裕子　（　　　　　　）i　　羽鳥　徳子　（トロンボーン）

　
野
菜
の
お
化
粧
法

　
み
ず
み
ず
し
い
色
、
清
潔
な
色
に

は
魅
力
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

野
菜
は
市
場
で
の
取
り
引
き
が
有
利

に
な
る
の
で
、
生
産
者
も
い
ろ
い
ろ

工
夫
し
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
を
着
色

料
で
染
め
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
厚
生
省
は
天
然
や
合

成
着
色
料
で
着
色
し
た
り
、
亜
硫
酸

塩
で
漂
白
す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
“
お
化
粧
野
菜
”
は

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
最
近
は
、
リ
ン
酸
で
発
色
さ
せ
た

り
、
次
亜
塩
素
酸
に
よ
る
漂
白
が
よ

く
行
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
サ
ッ
マ

イ
モ
を
薄
い
リ
ン
酸
の
液
に
浸
す
と

表
面
の
色
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

レ
ン
コ
ン
は
傷
が
つ
く
と
、
そ
こ
が

黒
く
な
り
、
商
品
価
値
が
下
が
り
ま

す
。
こ
ん
な
と
き
リ
ン
酸
処
理
を
す

る
と
、
い
つ
ま
で
も
変
色
せ
ず
に
き

れ
い
な
色
を
保
ち
ま
す
。
こ
の
ほ
か

サ
ト
イ
モ
、
根
シ
ョ
ウ
ガ
、
豆
モ
ヤ

変
わ
ら
ず
い
ろ
い
ろ
の
野
菜
に
リ
ン

酸
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
も
野
菜
を
買
う
と
き
は
、

見
た
目
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
土
の
つ
い

た
も
の
も
気
に
せ
ず
、
自
然
の
も
の

を
選
ぶ
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
に
よ
る
漂
白
も
…

さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
…

　
厚
生
省
の
対
応
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
リ
ン
酸
や
次
亜
塩
素
酸
を
野
菜
に
門

使
う
こ
と
は
、
法
律
で
は
禁
止
さ
れ
皿

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
。
こ
う
い
う
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

使
い
方
は
、
食
品
の
品
質
や
鮮
度
に
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

つ
い
て
消
費
者
の
判
断
を
誤
ら
せ
る
…

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
添
加
物
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

本
来
の
目
的
か
ら
逸
脱
し
、
　
「
必
要
…

な
場
合
に
最
小
限
を
使
用
す
る
」
と
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
う
添
加
物
使
用
の
原
則
に
反
し
ま
㎜

す
。
そ
こ
で
、
厚
生
省
は
昭
和
六
十
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
年
六
月
に
野
菜
に
対
し
て
発
色
、
　
…

漂
白
な
ど
の
目
的
で
添
加
物
を
使
わ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
よ
う
通
達
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
…

が
、
そ
の
後
の
実
態
調
査
で
は
、
相
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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果結△雷
蓬

8月9日

橘小学校プール

難i難

葦

翻鱒騨鞭購灘騰 　　裂醐騨騨鍵

欝
　　　麗灘鍵購弾謬
譲欝懸購壌難麟

睡
灘醐翻麟灘描

灘
女子メドレーリレー

■5年50メートル背泳ぎ
①関口昌生（千手）②関雅夫（同）③上村到（上野）

■6年同
①中村将和（千手）②大久保博基（橘）③清水晃（千手）

■5年25メートルバタフライ
①小林一則（仙田）②清水隆之（千手）③関雅夫（同）

■6年同
①田中直哉（白倉）②清水孝（千手）③春日敏明（同）

■5年50メートルバタフライ
①小林一則（仙田）②清水隆之（千手）③田中光倫（同）

■6年同
①春日敏明（千手）②清水孝（同）③五十嵐淳一（橘）

■5年100メートル個人メドレー

i■5年50メートル自由型
i①五十川麗子（千手）②村越広子（橘）③内山織絵（上野）

i■6年同
i①小川ゆかり（仙田）②南雲和美（千手）③滋野直子（橘）

：■5年100メートル自由型
ロ

i①五十川麗子（千手）②村越広子（橘）③内山織絵（上野）
し

i■6年同
i①丹羽優子（橘）②小川ゆかり（仙田）③南雲和美（千手）
ロ

i■5年50メートル平泳ぎ
i①星名恵美子（千手）②横山友美（同）③斉木恵美（同）
ロ

：■6年同
ロ

i①田口千由紀（橘）②高津まなみ（同）③上村沙織（上野）
ロ

i■5年100メートル平泳ぎ
①高橋将文（上野）②小林正英（千手）③富井隆暢（上野）i①星名恵美子（千手）②斉木恵美（同）③横山友美（同）

■6年同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i■6年同
①小林義和（仙田）②長谷川由和（白倉）③清水晃（千手）i①小海春美（上野）②丹羽優子（橘）③田口千由紀（同）

【女子】

■5年200メートルメドレーR
①千手A（高橋、星名真、星名恵、五十川）

②上野（清水、上村、渡貫、内山）

③千手B（田中、横山、数藤、宮）

■6年同
①千手B（高橋、平野、田中、南雲）

②橘A（五十嵐、高津、丹羽、滋野）

③上野（渡辺、上村、茂野、小海）

5年200メートルR
①千手A（星名真、田中、星名恵、五十川）

②橘A（中川、須藤、池竹、村越）

③上野（内山、清水、斎藤、渡貫）

■6年同
①橘A（滋野、田口、関口、丹羽）

②千手C（高橋、金子、関、南雲）

③上野（渡辺、茂野、小海、水品）

1■5年50メートル背泳ぎ
i①米山幸子（仙田）②高橋和香子（千手）③清水裕美（上野）
ロ

i■6年同
i①南雲美香（仙田）②田口雅子（橘）③高橋博美（仙田）
　

i■5年25メートルバタフライ
i①渡貫良子（上野）②数藤ひろみ（千手）③高橋聖美（仙田）

i■6年同
i①高橋和美く千手）②田中亜希子（同）③高橋博美（仙田）

i■5年50メートルバタフライ
コ

i①星名真弓（千手）②渡貫良子（上野）③野沢宏美（橘）
コ

i■6年同
i①田中亜希子（千手）②茂野八重子（上野）③村越望（橘）
ロ

i■5年100メートル個人メドレー
i①星名真弓（千手）②清水裕美（上野）③池竹宏美（橘）

i■6年同
i①関文恵（千手）②茂野八重子（上野）③滋野直子（橘）
：
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町内小学校

親善水泳大
嚢

」】

OOメートルメドレーR
（関口、平沢、小林、大塚）

上村、清水、高橋、富井）

（関、数藤、清水、高橋）

　
　
　

）
　
　
子

口
）
金

田
崎
　
、

、
相
完

嵐
、
橋

十
日
高

五
春
、

、
　
、
覚

丸
星
高

、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
R

山
名
橋
ル
沢
井
橋

　
　
　
　
ト

　
　
　
　
一

保
水
林
メ
林
橋
保

久
清
小
0
小
高
久

大
（
（
0
（
（
大

　
　
　
　
　

塚
村
落

大
上
水

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　

橋
水
津

高
清
根

、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

平
富
高

、
　
　
　
、
　
　
　
、

（小林、高橋覚、金子、高橋完）

田口、星野、大久保、丸山）

（羽鳥、清水、春日、相崎）

Oメートル自由型
」（千手）②水落浩紀（橘）③高橋勲（千手）

（仙田）②高橋正樹（上野）③羽鳥雅（千手）

00メートル自由型
（千手）②高橋将文（上野）③水落浩紀（橘）

和（仙田）②相崎薫（千手）③高橋覚（千手）

Oメートル平泳ぎ
（上野）②平沢孝志（千手）③数藤健太郎（同）

（橘）②星名豪紀（千手）③山岸直人（同）

00メートル平泳ぎ
（上野）②平沢孝志（千手）③富井隆暢（上野）

（橘）②星名豪紀（千手）③長谷川由和（白倉）

子
2
A
（
B
同
（
A
A
2
A
A
（
同
A
（
A
5
晋
同
覚
1
晋
同
義
5
学
同
崇
1
学
同
崇

　
年
手
野
手
年
A
手
田
年
手
野
A
年
田
A
手
年
塚
年
橋
年
塚
年
林
年
水
年
山
年
水
年
山

男
5
千
上
千
6
橘
千
仙
5
千
上
橘
6
仙
橘
千
5
大
6
高
5
大
6
小
5
清
6
丸
5
清
6
丸

【
■
①
②
③
■
①
②
③
■
①
②
③
■
①
②
③
■
①
■
①
■
①
■
①
■
①
■
①
■
①
■
①

　
　
て
中
輪
難

●
　
　
　
　
　
っ
た
折
な
ど
に
「

　
　
　
　
　
　
い
く
つ
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
も
毎
日
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
だ
い
げ
ん

　
　
　
　
　
　
か
を
し
て
困
り
ま

　
　
　
　
　
　
す
」
と
か
、
　
「
テ

　
　
　
　
　
　
レ
ビ
ば
か
り
見
て

　
　
　
　
　
　
い
て
ち
っ
と
も
勉

　
　
　
　
　
　
強
し
な
い
の
で
、

　
　
　
　
　
　
算
数
も
国
語
も
3

し
か
と
れ
な
い
ん
で
す
よ
」
と
い
う

こ
と
を
言
う
親
が
い
ま
す
。
来
客
に

対
し
て
へ
り
く
だ
っ
て
言
わ
れ
る
言

葉
で
し
ょ
う
が
、
そ
ば
で
聞
い
て
い

る
子
供
の
心
を
暗
く
し
萎
縮
さ
せ
ま

す
。
親
の
中
に
も
自
分
が
子
供
の
と

き
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
、

恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
思
い
出
を

も
っ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

数
学
や
国
語
の
成
績
が
か
り
に
不
振

で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
言
う
必
要
の

と
を
話
題
に
す
る
の
は
避
け
た
い
も

の
で
す
。
来
客
と
の
話
題
が
そ
の
こ

と
に
及
ん
だ
場
合
に
は
、
む
し
ろ
子

供
の
至
ら
な
い
点
を
か
ば
う
よ
う
な

発
言
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
供
は
親
の
評
価
に
敏
感
で
す
。

心
を
萎
縮
さ
せ
る
言
葉

な
い
人
に
言
う
こ
と
は
避
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
が
国
の
習
慣
で
は
、
自
分
の
子

供
の
こ
と
を
良
く
言
う
の
は
あ
ま
り

好
ま
し
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
欠
点
や
、
子

供
が
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ

こ
れ
は
中
学
生
に
な
っ
て
も
高
校
生

に
な
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
自
分

は
親
に
認
め
ら
れ
て
い
る
、
信
頼
さ

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
子
供
は
親

の
そ
の
よ
う
な
期
待
に
こ
た
え
る
よ

う
に
成
長
し
ま
す
し
、
否
定
的
な
こ

と
ば
か
り
言
わ
れ
て
い
る
子
供
は
、

だ
ん
だ
ん
と
卑
屈
に
な
っ
て
投
げ
や

り
な
態
度
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

親
に
対
す
る
態
度
だ
け
で
な
く
、
他

人
に
対
す
る
態
度
や
人
生
観
に
も
そ

れ
は
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
幼
い
と
き
に
親
、
と
く
に
母
親
に

愛
さ
れ
て
成
長
し
た
人
は
、
お
と
な

に
な
っ
て
か
ら
も
心
が
安
定
し
て
挫

折
感
に
強
い
人
に
な
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
最
近
は
よ
そ
の
子
供
を
厳
し
く

し
か
る
人
は
少
な
く
な
り
、
こ
わ
い

先
生
も
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
か
り

に
よ
そ
の
人
に
ど
れ
ほ
ど
悪
口
な
ど

言
わ
れ
て
も
、
親
が
そ
の
子
を
信
頼

し
て
い
る
と
い
う
態
度
が
大
切
な
の

で
す
。

　
子
供
の
良
く
な
い
と
こ
ろ
は
し
か

保健センターでの幼児健診（8・10）

ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

子
供
の
全
体
を
否
定
す
る
よ
う
な
、

あ
る
い
は
お
と
し
め
る
よ
う
な
発
言

は
慎
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。
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美
男
と
美
女
の
育
つ
家

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

お
産
を
守
る
便
所
神

　
昔
か
ら
、
便
所
を
き
れ
い
に
し
て

お
く
家
の
嫁
は
お
産
が
軽
い
と
伝
え

ら
れ
、
ト
イ
レ
の
清
潔
な
家
に
は
美

人
が
育
つ
と
い
わ
れ
て
き
た
。

　
便
所
の
神
様
は
お
産
に
関
係
が
深

く
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、
へ
そ

の
緒
は
後
産
と
別
に
し
て
ボ
ロ
布
に

包
み
、
便
所
の
隅
に
七
日
ほ
ど
置
い

て
神
様
に
み
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　

と
は
、
助
産
を
勤
め
た
ト
リ
ア
ゲ
バ

サ
が
墓
地
で
焼
い
て
始
末
し
た
。

　
　
　

　
オ
ビ
ヤ
が
空
き
、
ア
カ
ッ
コ
　
（
赤

子
）
を
始
め
て
表
へ
出
す
と
き
は
、

ま
ず
「
セ
ッ
チ
ン
回
り
」
し
て
便
所

の
神
を
拝
ま
せ
た
。
シ
モ
の
始
末
が

早
く
き
ち
ん
と
で
き
る
子
に
育
ち
、

老
後
も
、
排
せ
つ
が
人
の
世
話
に
な

ら
な
い
で
済
む
人
間
に
し
て
も
ら
う

た
め
で
あ
る
。

　
正
月
の
三
が
日
は
、
家
中
で
便
所

神
を
お
参
り
し
た
。
輪
切
り
ダ
イ
コ

ン
の
灯
明
台
に
、
家
長
が
ロ
ー
ソ
ク

を
と
も
し
て
無
病
息
災
を
祈
り
、
家

族
み
ん
な
で
手
を
合
わ
せ
た
の
で
あ

る
。

　
へ
編
集
部
〉

注
ー
ト
リ
ア
ゲ
パ
サ
　
助
産
婦
の
助
手
。

　
た
い
て
い
、
身
内
か
近
所
で
お
産
体

　
験
の
あ
る
年
輩
者
が
あ
た
っ
た
。

注
2
オ
ビ
ヤ
　
お
産
の
た
め
に
使
う
部

　
屋
、
産
屋
（
う
ぶ
や
）
が
転
じ
た
言

　
葉
。
産
後
お
よ
そ
二
十
日
間
を
静
養

　
期
間
と
し
て
、
オ
ビ
ヤ
と
も
言
っ
た
。

　
懐
か
し
の
ト
イ
レ

　
ト
イ
レ
の
こ
と
を
、
昔
は
シ
ョ
ウ

ジ
と
か
バ
バ
ン
ジ
ョ
と
呼
ん
だ
。
お

お
か
た
の
家
は
、
玄
関
を
入
っ
た
右

か
左
側
に
丸
見
え
の
小
便
所
が
あ
っ

て
、
そ
の
奥
の
一
段
高
い
所
に
大
き

い
の
が
あ
っ
た
。
一
坪
（
約
三
・
三

平
方
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
の
板
敷
き
の

中
央
に
、
用
を
足
す
と
き
の
長
方
形

の
穴
が
空
い
て
い
る
。
天
井
か
ら
つ

り
下
が
っ
た
太
い
わ
ら
縄
に
つ
か
ま

り
な
が
ら
、
落
ち
な
い
よ
う
に
穴
を

ま
た
い
で
両
足
を
か
が
め
る
。
中
を

の
ぞ
く
と
、
下
方
に
た
め
お
け
が
あ

り
、
奇
妙
な
色
や
形
を
し
た
物
体
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
お
け
の
中
央
に
、
細
長
い
板
を
渡

し
て
置
き
、
固
形
物
が
こ
の
板
に
当

た
っ
て
か
ら
落
ち
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
た
。
夜
は
電
灯
が
つ
く
わ
け
で

も
な
く
、
真
暗
な
中
を
手
さ
ぐ
り
で

縄
を
つ
か
み
、
足
で
穴
の
位
置
を
確

か
め
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。

小
さ
い
子
は
一
人
で
行
く
の
を
怖
が

り
、
親
や
兄
姉
に
、
「
連
れ
に
来
て
」

と
頼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
ア
ネ
サ
は
悲
し

　
よ
そ
か
ら
嫁
に
来
て
、
一
番
困
っ

た
の
は
ト
イ
レ
だ
っ
た
と
語
る
ご
婦

人
が
多
い
。
男
女
兼
用
の
小
に
は
戸

が
な
く
、
大
の
入
口
に
は
コ
モ
か
ム

シ
ロ
を
下
げ
て
置
く
だ
け
の
家
が
大

半
で
、
た
え
ず
、
だ
れ
か
に
の
ぞ
か

れ
て
い
る
気
が
し
た
。
薄
い
板
で
仕

切
ら
れ
た
牛
小
屋
の
、
粗
末
な
さ
く

の
透
き
間
か
ら
、
　
「
モ
ー
」
と
吐
息

を
か
け
ら
れ
る
と
ド
キ
ッ
と
し
た
。

盛
り
の
つ
い
た
馬
が
囲
い
板
を
た
た

く
と
、
出
そ
う
な
も
の
ま
で
引
っ
込

ん
で
し
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

便
所
の
神
は
「
は
に
や
す
ひ
こ
」
と

「
は
に
や
す
ひ
め
」
の
男
女
二
神
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
寺
尾

長
谷
川
正
巳
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
）
。

　
き
つ
い
農
作
業
の
結
果
か
ら
、
妊

娠
三
か
月
の
ア
ネ
サ
が
初
子
を
ト
イ

レ
に
産
み
落
と
し
、
ア
ニ
と
二
人
で

狂
気
の
よ
う
に
た
め
お
け
を
か
き
回

し
た
悲
し
い
話
が
残
っ
て
い
る
。
ト

イ
レ
ヘ
行
く
の
が
嫌
で
、
離
婚
し
て

実
家
へ
帰
り
た
い
と
真
剣
に
考
え
た

り
、
食
糧
難
の
時
代
に
減
食
し
て
、

通
う
回
数
を
減
ら
そ
う
と
努
力
し
た

ア
ネ
サ
も
い
た
。
昭
和
二
十
年
代
に

新
生
活
運
動
が
も
り
あ
が
っ
た
と
き
、

ト
イ
レ
の
改
善
を
訴
え
る
若
妻
た
ち

の
多
か
っ
た
こ
と
が
う
な
ず
け
る
。

ま
ん
じ
ゅ
が
も
ら
え
た

　
昔
は
、
人
間
の
排
せ
つ
物
を
肥
料

に
使
っ
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

赤
岩
校
で
児
童
の
出
す
ふ
ん
尿
を
競

売
し
た
ら
、
岩
瀬
の
中
村
某
が
年
間

金
十
一
円
五
十
銭
で
落
札
し
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
収
益
金
で
、
四
方
拝
、
紀
元
節
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
長
節
、
明
治
節
の
祝
い
に
、
児
童

に
紅
白
の
ま
ん
じ
ゅ
う
が
配
ら
れ
た

も
の
だ
。

　
千
手
の
百
姓
衆
は
、
十
日
町
の
機

屋
へ
女
工
さ
ん
の
ふ
ん
尿
を
も
ら
い

に
行
っ
た
。
当
初
は
ど
こ
で
も
タ
ダ

で
く
れ
た
が
、
希
望
者
が
多
く
な
る

と
手
土
産
が
必
要
に
な
り
、
タ
オ
ル

か
ら
酒
、
菓
子
折
へ
と
し
だ
い
に
高

価
な
手
持
ち
に
な
っ
て
い
く
。

　
〈
編
集
部
〉

注
3
四
方
拝
（
し
ほ
う
は
い
）
一
月
一

　
日
の
朝
、
宮
中
で
行
わ
れ
る
儀
式
。

注
4
紀
元
節
　
二
月
十
一
日
、
現
在
の

　
建
国
記
念
の
日
。

注
5
天
長
節
　
現
在
の
天
皇
誕
生
日
。

注
6
明
治
節
　
十
一
月
三
日
、
明
治
天

　
皇
の
誕
生
日
。

　
　
以
上
を
四
大
節
と
い
っ
て
、
学
校

　
も
休
み
に
な
っ
た
が
、
朝
の
式
典
だ

　
け
登
校
し
た
。

　
ノ
ン
バ
キ
の
検
査

　
春
と
秋
の
ノ
ン
バ
キ
（
村
内
一
斉

清
掃
）
が
終
わ
る
と
、
役
場
の
衛
生

係
が
、
区
長
の
立
ち
会
い
で
各
戸
を

検
査
し
て
回
っ
た
。
今
で
い
え
ば
、

減
反
面
積
を
確
認
す
る
に
等
し
い
嫌

な
仕
事
だ
っ
た
。
き
れ
い
に
掃
除
し

た
家
に
は
「
清
掃
済
証
」
を
交
付
し

た
が
、
伝
染
病
が
流
行
す
る
年
は
、

た
め
お
け
の
中
に
生
石
灰
を
散
布
し

て
お
く
こ
と
が
合
格
条
件
の
一
つ
に

な
っ
て
い
た
。

　
係
は
、
一
戸
ご
と
に
く
み
取
り
口

の
ふ
た
を
取
っ
て
中
を
の
ぞ
く
。
換

気
せ
ん
が
な
く
て
も
、
さ
ほ
ど
匂
わ

な
か
っ
た
の
は
、
今
の
住
居
の
よ
う

に
周
囲
が
密
閉
し
て
な
く
て
、
造
作

そ
の
も
の
が
風
通
し
の
良
か
っ
た
せ

い
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
、
冬
は
吹

雪
く
と
踏
み
板
の
上
が
白
く
な
っ
た
。

　
「
お
寺
と
便
所
へ
は
空
手
で
行
く

な
」
と
い
う
が
、
こ
の
ご
ろ
の
ト
イ

レ
は
紙
も
い
ら
な
い
。
ボ
タ
ン
を
押

す
と
セ
ン
サ
ー
が
作
動
し
、
位
置
を

と
ら
え
て
温
水
で
洗
浄
し
、
乾
燥
し

て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
あ
わ
せ

な
御
代
（
み
よ
）
に
生
ま
れ
合
わ
せ
た
。



　
。
の
z
刃
点
Y
v
ζ

さ
ノ
ん

はvけい

生
家
の
や
す
ら
ぎ

　
　
　
　
松
　
葉

6月15日発

神
奈
川
県
座
間
市

　
谷
間
に
残
雪
が
少
々
、
ブ
ナ
の
若

葉
が
目
に
し
み
る
四
月
三
十
日
、
松

葉
荘
で
小
学
校
の
ク
ラ
ス
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
四
十
年
ぶ
り
に
お
会
い

し
た
恩
師
ご
夫
妻
を
囲
み
、
楽
し
い

一
夜
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
開
館
当
時
か
ら
一
度
利
用
し
て
みご家族そろって寒川神社に初もうで

荘

登
　
坂
　
　
強
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
赤
谷
出
身
）

　
た
い
と
思
っ
て
い
た
し
ゃ
れ
た
造
り

　
の
松
葉
荘
は
、
予
想
ど
お
り
の
や
す

　
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
た
宿
で
し
た
。

展
望
台
か
ら
の
景
色
は
も
と
よ
り
、

都
会
で
生
活
し
て
い
る
者
に
と
っ
て

　
は
、
空
気
の
う
ま
さ
は
何
よ
り
の
も

　
の
で
し
た
。

　
　
宿
の
方
で
も
、
必
要
以
上
に
気
を

使
わ
な
い
従
業
員
の
素
朴
な
応
対
が

　
か
え
っ
て
客
と
し
て
も
心
お
き
な
く

く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入

浴
時
間
が
、
温
泉
な
れ
し
て
い
る
連

中
に
と
っ
て
は
、
夜
十
時
ま
で
が
少

　
し
早
す
ぎ
た
よ
う
で
す
。
せ
め
て
、

十
一
時
ご
ろ
ま
で
だ
っ
た
ら
と
思
い

ま
し
た
が
、
公
営
で
あ
れ
ば
い
た
し

　
か
た
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
　
夜
三
時
過
ぎ
ま
で
楽
し
い
語
ら
い

に
ふ
け
っ
た
の
に
、
四
時
に
は
も
う

ウ
グ
イ
ス
の
に
ぎ
や
か
な
声
に
目
覚

め
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
朝
を
迎
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
貸
し
切
り
バ
ス
で
節
黒
城
、
白
倉
、

大
倉
を
巡
り
、
カ
タ
ク
リ
の
群
生
を

眼
下
に
、
ブ
ナ
の
若
葉
、
コ
ブ
シ
、

ッ
バ
キ
な
ど
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
廃
校
と
な
っ
た
赤
岩
小
学

校
の
跡
地
に
来
て
、
あ
の
大
イ
チ
ョ

ウ
が
切
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、
校
歌

を
刻
ん
だ
石
碑
の
前
に
立
っ
た
と
き
、

胸
に
ジ
ー
ン
と
熱
い
も
の
が
こ
み
あ

げ
て
き
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
た
み
な
さ
ま

も
、
た
と
え
生
家
が
な
く
と
も
、
ぜ

ひ
、
松
葉
荘
を
わ
が
家
と
し
て
大
い

に
利
用
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま

す
。
　
家
々
や
道
路
な
ど
大
き
な
変
わ
り

よ
う
で
、
あ
る
意
味
で
は
郷
愁
も
う

す
れ
が
ち
で
す
。
で
も
、
山
や
川
は

昔
の
ま
ま
の
姿
で
す
。
あ
た
た
か
く

み
な
さ
ま
を
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
は

確
か
で
す
。

　
今
回
の
帰
省
で
も
、
私
の
一
番
好

き
な
言
葉
ジ
ョ
ン
ノ
ビ
（
気
楽
、
の

ん
び
り
の
意
）
を
、
し
み
じ
み
と
心

の
中
で
つ
ぶ
や
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
残
雪
の
切
れ
間
ウ
ド
の
芽
の
ぞ
き

　
ゐ
し
　
　
　
　
　
　
　
つ
よ
し

　
大
い
な
る
蜂
の
羽
音
や
山
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

木
洩
れ
日
の
躍
る
カ
タ
ク
リ
花
ざ

　
か
り
　
　
　
　
　
　
同

　
八
月
号
に
、
　
「
新
塑
口
同
倉
村
へ
恩
師
を
訪
ね
て
」
と
題
す
る
短
歌
二
十

数
首
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
加
藤
さ
ん
か
ら
、
お
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。

八
月
十
八
日
発

高
倉
国
際
村
に

　
　
　
さ
ら
に
ザ
」

流
山
市
加

　
酷
暑
の
候
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
お
変
わ
り
な
く
ご
勤
務

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
八
月
十
日
号
「
広
報
か
わ
に
し
」

三
百
六
十
号
記
念
ご
送
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
の

つ
た
な
い
歌
が
、
高
倉
国
際
村
の
欄

に
載
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
こ

の
村
の
紹
介
に
役
立
ち
ま
す
れ
ば
、

こ
の
う
え
の
喜
び
は
な
く
私
も
短
歌

を
詠
ん
だ
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
余
年
前
、
わ
れ
わ
れ
が
現
役
時

代
英
会
話
を
学
び
つ
つ
、
エ
リ
ヵ
渡

辺
の
異
文
化
交
流
に
対
す
る
理
想
を

聞
き
、
そ
の
情
熱
に
う
た
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
数
回
、
村
を
訪
れ
、
土
地

の
か
た
が
た
と
も
話
し
合
っ
た
も
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
再
び
訪
れ
た
土

地
に
は
、
過
疎
化
の
波
が
打
ち
寄
せ
、

先
生
の
理
想
は
い
ま
だ
し
の
感
で
あ

理
解
を

藤
和
男
さ
ん

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
信
念

を
崩
さ
な
い
で
し
ょ
う
。

幸
い
、
ご
主
人
は
東
海
大
学
の
教

授
で
、
病
理
学
の
権
威
で
あ
り
、
ノ

ー
ベ
ル
賞
候
補
に
も
擬
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
古
い
英
会
話
の

友
十
人
ほ
ど
も
、
こ
の
秋
、
東
京
で

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
も
ち
、
エ
リ
カ
先

生
を
中
心
に
話
し
合
っ
て
み
た
い
と

存
じ
ま
す
。
川
西
町
も
、
こ
の
高
倉

村
に
よ
り
以
上
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
今
般
は
、
記
念
品
の
ふ
ろ
し
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
切
に

使
わ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
広
報
で

工
場
誘
致
と
、
比
島
よ
り
の
花
嫁
さ

ん
の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
町
役
場

の
皆
さ
ま
も
大
変
ご
苦
労
な
さ
っ
て

い
ら
れ
ま
す
。
町
の
発
展
を
願
い
つ

つ
、
ま
ず
は
お
礼
ま
で
。
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歌会始の歌詠進要領

　締め切り　10月11日まで
　　　　　　（当日消印有効）

題　r晴」

自作の歌1人1首（未発表のもの）

用紙　半紙（和紙）に毛筆で自

　書（身障者は代筆、点字可）

書式　半紙を横長にし、右半分

　に題と歌、左半分に郵便番

　号、住所、氏名（本名、ふ

　　りがなつき）、生年月日、

　職業（具体的に）を縦書き

　にする（下の書式図参照）。

あて先

　〒100東京都千代田区千代
　　田1－1　宮内庁
　　封筒にr詠進歌」と明記

　　　　（書，式図）

　　　　　　：
（
約
2
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

郵
便
番
号
、
住
　
所

　
　
　
　
ふ
り
が
な

　
　
　
氏
　
　
名

　
　
　
　
生
年
月
日

職
業 晴

（約33センチメートル）

障害を
　のりきる努力に

　　　こたえる企業

⑳⑦㊦＿
　　　　　　一

9月は障害者雇用促進月間です。

　　、

6
年
　
渡
貫
恵
子
さ
ん

う4訟1
§

事業主の皆様へ

　全国各地で障害者の雇用問題

について、集中的に取り組みま

す。障害者雇用について、よろ

しくご協力をお願いします。

十日町公共職業安定所

　　智57－2407

霞

心配ごと相談

9月18日（日）・一克雪センター

　25日（日）…・・総合センター

10月　2日（日）・・…上野コミセンター

　　9日（日）…・・橘コミセンター

時間は、午後1時～3時です。

　行政相談
9月21日（水）午後1時～3時

　橘コミセンター

相談員　野口滋野サダさん

（
1
0
月
号
は
橘
小
学
校
で
す
）

r……移動交通事故相談…一・
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i10月3日（月）　　　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：十日町市役所　　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i受付は、午前10時～午後2時　i
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

＝＝＝＝＝3＝器＝＝＝＝＝3＝＝雷＝33＝＝＝3器雷＝器＝33＝＝＝器5＝＝＝＝＝＝＝器3＝3＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

6年若山真也くん

5
年
小
林
寛
樹
く
ん

　
（
焼
き
物
、
野
焼
き
作
品
）

5年高橋孝治くん
（焼き物、野焼き作品）

2年小川拓郎くん

〈
上
野
小
学
校

塗
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血忌
姜
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
敬
称
略
）

　
一
般
寄
付

東
京
電
力
㈱
新
潟
工
事
事
務
所

日
町
市
）

清
水
京
平
（
上
町
）

　
交
通
安
全
に

龍
巳
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

中
仙
田
）

　
（
十

一
万
円

十
万
円

（
高
野
由
蔓
ー

六
千
四
百
四
十
五
円

璽墾琵
曇畢揚
にノ…五
　タ四
　1は

　
八
月
号
で
ご
紹
介
し

た
、
長
谷
川
富
治
さ
ん

（
水
戸
市
）
の
手
記
は
、

町
の
図
書
と
し
て
総
合

セ
ン
タ
ー
図
書
室
へ
備

え
て
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
で
も
、
ご
自
由

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　町長と一緒に　　　一7月15日役場で一
フイリピン・5組のご夫婦と4人のお母さんがた

ふ

く

し

）　≧

ぺわんきん

現
況
届
は

　
　
　
誕
生
月
に
提
出
を

　
老
齢
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
は
、
現
況
届
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
に
、
毎
年
一
回
誕
生
月
に
役
場
で
生
存
の
証
明
を
受
け
、
直
接
、
社

会
保
険
庁
へ
提
出
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
者
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
も
し
、
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
か
っ
た
り
な
く
し
た
り
し
た
と

　
　
　
　
　
　
κ

ヨ

註醗
窃癩し，し謁

簿
h

ρ
っ
》

＼7舞

囎
■
騎
縫
盤
闘
匹
巨
匹
髄
擁
竪
闘
賢
籔
縫
餉
麗
餉
麗
鱒
離
闘
隅
餉
匹
騒
区
餉
』
騙
匹
髄
区
巨
巨
巨
区
区
監
岡
D
G
区
騎

切票讐ぢ⑤円羅送り響薄

　
十
一
月
初
め
に
六
士
二
年
版
「
町

勢
要
覧
」
を
刊
行
の
予
定
で
す
。
六

十
一
年
に
合
併
三
十
周
年
記
念
号
と

し
て
お
届
け
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
の
と
き
の
体
裁
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

写
真
を
主
体
に
最
近
の
統
計
資
料
を

添
え
た
も
の
で
す
。

　
出
来
次
第
、
町
内
全
世
帯
に
お
配

り
す
る
予
定
で
す
σ

　
町
外
在
住
者
で
ご
希
望
の
方
は
、

送
料
二
百
五
十
円
（
切
手
）
を
添
え

て
文
書
広
報
係
あ
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

第
一
回
ミ
ス
か
わ
に
し
の
皆
さ
ん

グ

　
現
況
届
は
、
受
給
者
の
誕
生
月
の

末
日
が
提
出
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
、
引
き
続
き

年
金
を
支
払
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
決

め
ら
れ
な
い
た
め
、
誕
生
月
の
翌
月

分
か
ら
年
金
が
差
し
止
め
に
な
り
ま

す
。
差
し
止
め
は
、
現
況
届
が
出
さ

れ
る
ま
で
続
き
ま
す
。
出
さ
れ
れ
ば

差
し
止
め
た
年
金
は
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
支
払
い
ま
で

に
日
数
が
か
か
り
ま
す
。
必
ず
誕
生

月
の
末
日
ま
で
に
出
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
の
用
紙
（
は
が
き
）
は
、

直
接
、
社
会
保
険
庁
業
務
課
か
ら
受

き
は
、
早
目
に
役
場
住
民
係
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

来
年
度
か
ら

　
　
　
年
金
納
付
を

　
　
ロ
座
振
替
制
度
に

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
保
険
料
は
、

給
料
か
ら
差
し
引
か
れ
る
た
め
、
納

め
忘
れ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
、
自
営
業
者
な
ど
第
一
号
被

保
険
者
や
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、

毎
月
自
分
で
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り

ま
す
。
毎
月
こ
つ
こ
つ
と
完
納
し
て

き
た
人
と
、
納
め
忘
れ
の
あ
る
人
と

で
は
、
当
然
、
受
け
る
年
金
額
に
差

が
つ
き
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
納

め
忘
れ
の
期
間
が
長
い
と
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
納
め
忘
れ
を
な
く
す
る

た
め
に
、
六
十
四
年
四
月
か
ら
口
座

振
替
制
度
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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葛＿犠
1月琶
籍・

　　　　　　　　　講

　　　の鴇
　　　　　　　　　引

窓
　　　カ、・

　　　　、
　　　そ＝》・

卜鳩掴5競畠

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
田
村
　
豊
塩
沢
町
か
ら

山
岸
　
　
薫
　
霜
條

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

太
田
　
ク
ニ

75

（
米
造
）
沖
立

田
中
元
一
85
（
理
市
）
栄

町

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
た
く
　
　
券

星
名
　
拓
廣
月
子
二
男
沖
立

　
　
　
ま
み
義
和

滋
野
　
真
未
千
代
子
長
女
野
　
口

　
　
　
た
く
や
喜
久
一

柄
澤
拓
弥
節
子
長
男
沖
立

　
　
　
わ
た
る
久
夫

田
口
　
航
羊
子
長
男
木
落

　
　
　
ゆ
，
い
ち
栄
助

高
橋
裕
一
真
美
子
長
男
寺

宮渡
邊

登
坂

小
幡

尾

と
も
ひ
ろ
正
月

友
宏
正
孤
二
男
山
野
田

と
も
や
義
則

智
哉
三
奈
子
二
男
上

み
つ
よ
し
光
義
英
雄
長
男
岩

　
　
　
由
美
子

ゆ
み
忠
雄

裕
美
ル
ー
ス
長
女
仁

野瀬田
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小
わ
琶

　
　
　
畔
壇

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

○
草
取
り
の
渋
指
太
き
湯
治
客

　
暑
け
れ
ば
実
り
よ
し
と
て
汗
の
腕

　
青
田
刈
る
時
の
流
れ
に
さ
か
ら
わ
ず

　
冷
麦
に
氷
を
敷
い
て
も
て
な
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

○
朝
顔
や
露
け
き
ま
ま
に
吹
か
れ
お
り

○
向
日
葵
の
向
き
ど
こ
ろ
な
き
暑
さ
か
な

　
油
照
る
城
跡
公
園
蓮
見
会

　
　
　
　
　
八
王
了
市
　
田
中
　
ひ
さ

○
葉
の
か
げ
に
紅
つ
や
や
か
に
椿
の
実

　
か
が
り
火
に
い
ざ
な
わ
れ
つ
っ
鵜
の
動
き

　
盆
踊
り
糊
の
き
き
た
る
浴
衣
着
て

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

○
鳥
追
い
の
テ
ー
プ
が
光
り
早
稲
実
る

　
誘
わ
れ
て
踊
る
輪
に
入
る
盆
帰
り

　
黒
姫
に
夕
焼
雲
の
入
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
水
品
　
　
律

○
天
に
詫
び
地
に
詫
び
出
穂
の
青
刈
す

　
惜
別
の
句
座
に
名
残
り
の
秋
の
蝉

　
鬼
灯
の
と
も
れ
る
如
く
手
向
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
中
島
町
　
相
沢
　
鈴
江

　
沢
水
の
流
る
る
音
や
葛
の
花

　
畦
道
に
腰
お
ろ
し
見
る
花
火
か
な

　
　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
京
子

　
韮
の
花
に
も
雨
の
日
の
色
の
あ
り

　
踊
場
の
更
け
て
ダ
ン
ス
の
音
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
濤

　
寄
れ
ば
す
ぐ
喜
雨
の
話
と
な
り
に
け
り

　
大
田
原
ま
た
ぎ
て
虹
の
か
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

　
手
を
触
れ
て
お
じ
ぎ
や
さ
し
く
お
じ
ぎ
草

　
ほ
お
づ
き
を
吊
し
干
し
あ
る
里
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
小
脇
　
佐
藤
　
信
一

　
朝
顔
に
蜘
蛛
の
糸
引
き
今
日
も
晴
れ

　
雷
雨
去
り
再
び
蝉
の
里
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

　
し
の
び
よ
る
秋
の
気
配
の
芒
か
な

　
暑
き
日
に
堆
肥
匂
う
や
秋
仕
度

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

葛
の
葉
の
大
き
く
揺
れ
て
バ
ス
過
ぎ
ぬ

葛
の
葉
の
伸
び
る
が
ま
ま
に
夏
去
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

長
雨
や
草
押
分
け
て
白
芙
蓉

紫
陽
花
の
あ
や
し
く
変
る
長
き
梅
雨

　
　
　
　
　
　
　
野
口
畠
野
沢
　
寅
生

梵
字
碑
に
ぬ
く
も
り
残
り
盆
踊
り

鉢
巻
を
し
め
し
土
工
の
昼
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
池
竹
　
ヨ
シ

大
銀
杏
そ
よ
ぐ
葉
蔭
に
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
数
藤
　
壮
一

道
の
べ
の
葉
の
か
さ
こ
そ
と
秋
隣

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

ど
の
顔
も
男
盛
り
や
荒
神
輿

　
　
　
　
　
　
守
口
市
　
大
久
保
正
作

茄
子
漬
の
色
あ
ざ
や
か
に
母
し
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
井
川
　
亘

風
立
て
ば
舞
い
く
る
埃
夏
の
畑

－
…
私
の
健
康
法
；
…
－
…
－
－
…

朝
一
番
に
走
る
こ
と

東
善
寺

小
野
塚
弘
　
子
さ
ん

　
若
い
と
き
に
は
山
登
り
を
し
て
い
　
け
て
、
も
う
十
五
年
ほ
ど
に
な
り
ま

ま
し
た
。
登
山
に
は
体
力
が
必
要
で
　
す
。

す
の
で
、
そ
の
体
力
を
つ
け
る
た
め
　
　
汗
を
い
っ
ぱ
い
か
い
て
、
走
り
お

に
走
り
は
じ
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
　
わ
っ
た
と
き
の
気
分
は
壮
快
で
す
。

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
走
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と
と
い

　
ま
っ
た
く
の
自
己
流
で
や
っ
て
い
　
え
ば
、
①
体
力
が
つ
き
息
切
れ
が
し

ま
す
。
目
を
さ
ま
し
て
、
ま
ず
軽
い
　
な
く
な
る
②
便
秘
が
治
る
③
体
重
が

準
備
体
操
を
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ゆ
　
維
持
で
き
る
④
食
事
が
お
い
し
い
。

っ
く
り
と
走
り
は
じ
め
、
だ
い
た
い
　
と
、
い
っ
た
こ
と
で
す
。

二
十
分
く
ら
い
走
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
無
理
を
し
な
い
で
、
翌
日
に
疲
れ

　
コ
ー
ス
は
三
種
類
決
め
て
お
い
て
、
を
残
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
、

そ
の
日
の
気
分
に
合
わ
せ
て
走
っ
て
　
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
族
み
ん
な
の
理
解
が
あ
る
か
ら
、

　
」
人
だ
け
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で
走
る
　
朝
の
大
切
な
時
間
に
走
れ
る
の
だ
と

の
が
一
番
よ
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
，
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
月
曜
日
と
雨
の
日
以
外
は
毎
日
続

灘
繊

囎騒螺


